ワープロはタイプライターを電子化しパソコンに取り込んだものです。
ここで注意を要するのは、ワープロが紙と鉛筆を電子化したものではないということ。日本ではあんまりタイプライターが一般的でありませんでしたから、ワープロというとすぐに原稿用紙やノートをパソコンのアプリケーションにしたものと考えがちですが、これは違います。
タイプライターですから、文字入力ではキーボードのキーを打つし、空白にはスペースキーを使い、改行するにはEnterキーを使います。これら、すべてタイプライター時代からの約束事です。
ワープロの仕事もタイプライターと同じく、文書作成にあります。ワープロは多機能になり、色を使ったり図形を取り込んだり、画像を貼り付けたりすることができるようになっています。
[bookmark: _GoBack]でも、基本はタイプライターであり、仕事の多くはベーシックな文書作成にあります。そこで本書では、通常のオフィスで作成される文字だけで校正されるようなシンプルな文書作成から学習することにしています。

